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※事務局記入欄 

№ 44 

【様式２】 

エントリー学校名：福島県柳津町立西山小学校 

活動名： 
共に高め合う子どもの育成 
～現職教育の実践をとおして～ 

解決すべき課題： 
 全校児童数が少人数（２０名）のため、複数の考えが出にくかったり、考えが固定化されてしまったりと、子
ども同士の対話が活発になされることが難しく、学び合う力が十分に身についているとは言えない。学力について
は、全国平均並であるが、国語科の「読む能力」と算数科の「数学的な考え方」において、全国の正答率よりも
下回る学年が多いことが課題である。現職教育をとおして、全職員で課題を共有し、解決していく必要がある。 
目標・方針： 「共に高め合う子ども」の育成を図るために、効果的な主体的・対話的で深い学びの授業の実
践研究を主に進めていく。そこで、子どもの学びが深まる主体的・対話的な学習活動の工夫の視点に沿った主
体的・対話的で深い学びの授業を実践すれば、「共に高め合う子ども」を育てていくことができると考える。授業
実践の具体的な取り組みとして、課題意識をもたせる工夫、主体的な学びの場の工夫、対話的な学びの場の
工夫、深い学びの工夫を考え、実践していく。また、日常において、自分の考えを伝え合う際に、必ず理由や根
拠を表現させることを一貫して実践することで、さらに対話が活発になり、学び合う力が身につくと考える。  
活動内容：① 授業実践︓一つの視点に沿った具体的な手立てを設けて授業研究を行う。（資料１） 
② ワークテスト・NRT学力テスト・ふくしま学力調査・全国学力・学習状況調査︓児童の学力を教師及び子
ども自身が分析し、授業へ意識的に生かす。 
③ 各種教育活動︓学校行事、全校のつどい、児童会活動などにおいて、子どもの主体的な活動を促し、学
習の成果を発揮させ能力を伸ばす。 （資料２） 
④ 意識調査︓子どもの意識調査を年２回（６月、１２月）実施し、変容を分析し、授業実践に生かす。 
活動の成果：① ワークテストにおいて国語科と算数科ともに全学年で全国平均以上の到達度であり、昨年
度を上回る観点がほとんどであった。子どもの学びが深まる主体的・対話的な学習活動の工夫の視点に沿った
授業を実践してきた成果と言える。② 全職員の共通理解のもとに日常生活において、必ず児童に理由と根
拠を考えさせ、表現させることを一貫して行ってきた。そのことで、児童の中に、理由と根拠を表現することが自
然となりつつある。また、児童同士でも理由や根拠を問う姿が見られるようになり、対話が活発になった。③ 意
識調査において、授業の内容について「わかった」「できた」という実感が持てていること、「自分の言葉でまとめる」
ことに慣れてきていることが考えられる。各学級ともまとめの時間を確保し、自分の言葉で表現することを大切に
してきた成果と言える。 
アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・ 授業実践において、子どもの学びが深まる主体的・対話的な学習活動の工夫の視点に沿った授業を実践
することで、「共に高め合う子ども」を育成することができる。 
・ 日常生活において、必ず児童に理由と根拠を考えさせ、表現させることを一貫して実践することで、児童が
理由と根拠を表現することが自然となり、児童同士でも理由や根拠を問う姿が見られ、対話が活発になる。 

（１）子どもの学びが深まる主体的・対話的な学習活動の工夫の視点に沿った授業の実践（資料１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               
                            
    
 
 
（２）日常の実践（理由と根拠を表現させる。）（資料２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
 
 
 
 

 




